
 

 

 

 

２学期を振り返る 

７７日間の２学期が終わります。みなさんにとってどんな２

学期だったでしょうか。一年で最も長い学期である今学期

を少し振り返ってみましょう。コロナが明け、昨年から多くの

学校行事が再開されました。コロナの期間にも学年で、学

級で、規模を制限した中で活動を行ってきましたが、昨年度

からは学年や学級の横のつながりと学年を越えた縦のつな

がりを大切にし、全校での行事や取組を行ってきました。そ

の代表的な行事が文化祭でした。メインとなるコーラスコンクールのために、各学級では目標を定

め、声を合わせて、精いっぱいの取組を行ってくれました。練習がうまく進まず、苦労をした学級も少

なくないはずです。時にはぶつかり合ったこともあると思います。そんな過程を経て出来上がったハ

ーモニーは聴く者に感動を与える素晴らしいものでした。今年は３学年が大ホールに揃って開催す

ることができ、上級生の歌声を聴き、「自分たちも来年はそこまで行く！」と目標ができなのではな

いでしょうか。これは本番だけではなく、日頃の練習で廊下から聴こえてくる３年生の歌声に圧倒さ

れ、下級生はあらためて自分たちの取組を見つめなおすことになったでしょう。上級生の姿に学ぶ、

大きな意味のある活動になったことでしょう。それはコーラスコンクールに限ったことではありません。

文化祭の２日目には３年生は広島で行った平和学習について、２年生は上ノ村で行った稲作体験

について発表を行いました。それぞれを下級生に責任をもって伝えることで、自分たちが学んでき

たことをさらに発展させてほしいと次の学年に引継ぐことができたと思います。 

 地域の一員として活動を行ったのも２学期でした。南立誠地区の花植え活動や自主防災訓練、

吹奏楽部の音楽の集いの運営など多くのみなさんが活動を行ってくれま

した。先日行われた夢のことばコンクールでは修学旅行を通して、平和に

ついて、人権について気づき、考えたことを強いメッセージとして発信して

くれました。一つ一つは小さな活動ではありますが、地域のみなさんに一

生懸命活動する姿を見ていただき、地域に元気を与えられる橋北中学校

になって欲しいと思っています。 

この他にも様々な行事や活動を行ってきました。そこには必ず気づきや考えがあり、学

びがあります。うまくいかないことの方が多かったでしょうが、だからこそ学びがありま

す。あなたのその頑張りを大切にし、誇りに思ってください。たくさんの輝く姿を見せて

もらった２学期でした。みなさんありがとう。 

令和６年も間もなく締めくくりの時です。学年の途中ではありますが、節目の時は大切

にしましょう。この１年で何ができるようになったのか、何ができなかったのかをしっか

りと振り返り、新たな１歩を確実に踏み出していきましょう。 
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